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クラブニュース 

2019 年 7 ⽉号 

かながわブラインドスキークラブは、視覚障害スキーヤーと晴眼スキーヤーがともに作るクラブです。スキー等雪上スポーツ
を通じて、視覚障害者の健康および体⼒増進を図り､視覚障害者と晴眼者との相互理解を深め、福祉を向上させる
ことが目的です。 
 
※住所・携帯・電話番号・メールアドレスの変更時は、必ず事務局までお知らせ下さい︕よろしくお願いしま〜す︕︕ 
 

夏イベント〈東京・武蔵野ブルワリー天然⽔のビール⼯場ツアー〉 

 今年も暑い夏がやってきました︕そして今年もビールのおいしい季節になりました。連続企画第２弾です。キリンもいい
けどサントリーも出来⽴てを飲んでみよう︕今年もゆとりを持った⼈数で予約が取れましたのでご家族お友だちお誘いの
上ご参加ください。 
〜〜サントリーのおすすめポイントはここ︕〜〜 
 ビールづくりで最も⼤事な⼯程の１つ、仕込み設備を⾒ることができ近くまで⾏けるので雰囲気でも体感できます。さら
に実際に以前に貯酒の⼯程で使われていたタンクの中に⼊ることができます。 
 けっこう熱い⼯場内を 50 分⾒学した後はお待ちかねの試飲タイムで
す。もちろん今回も無料 20 分 3 杯しっかり飲めます。お酒の飲めない
⽅⽤にソフトドリンクも⽤意があります。 
 2 次会は、17 時から川崎駅近くの川崎でもっとも歴史のあるイタリア
ン、創業 55 年モナリザン。2 時間飲み放題 4200 円で開催します。 
 
① 第 1 部 ビール⼯場⾒学 
⽇時︓ 2019 年 7 ⽉ 28 ⽇（⽇）12:50〜15:35 
会場︓ サントリー天然⽔のビール⼯場 東京・武蔵野ブルワリー 
集合︓ 府中本町駅改札 12 時 50 分 

※改札は競⾺が開催されていないので 1 か所です。武蔵野線、南武線が乗り⼊れています。本数は少ないで
すが南武線快速も⽌まります。改札の外に目印としてクラブの旗または T シャツを掲げて⽴ちます。 
② 第 2 部 懇親会 
⽇時︓ 2019 年 7 ⽉ 28 ⽇（⽇）17:00〜19:00 
会場︓ モナリザン 

住所 神奈川県川崎市川崎区東⽥町４－１０  電話 044-222-7445 
参加費︓ 4,200 円（モナリザンでの 2 次会費⽤になります） 

※⼩さいお⼦様で料理の必要がない場合はその旨お伝えください。 
道案内︓JR 川崎駅東⼝を出てバスターミナルをまっすぐ進み、信号のある横断歩道を渡る→スターバックスとミスタード

ーナッツの間の道を直進→1F セブンイレブンのある信号をこえて更にまっすぐ→GGC を越えた先の右⼿にイタリ
アの国旗のあるお店です。 
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スケジュール 
12:50 府中本町駅集合、⼯場に徒歩で移動 
13:45 ⾒学開始 
14:55 ⾒学・試飲終了、駅に徒歩で移動 
15:35 府中本町駅到着（2 次会に参加しない⽅はここで解散。2 次会参加者は南武線で川崎駅に） 
17:00 モナリザンで 2 次会開始。 
19:00 2 次会終了、JR 川崎駅、京急川崎駅解散 
［参加申し込み方法］ 
下記 URL の参加申し込みサイトからお⼿続きください。お申し込みにお⼿伝いが必要な⽅は、下記メールアドレス宛に
ご連絡ください。（右側の QR コードからもアクセス可能です。） 
https://kokucheese.com/event/index/570071/ 
※友⼈ 家族の⽅の参加も可能です。⼈数をお知らせください。 
※申し込み締め切りは 7 ⽉ 18 ⽇です。 
※参加申し込み締め切り後にキャンセルされる場合はなるべく早めにご連絡ください。 

直前になりますと 2 次会料⾦がかかる場合があります。 
問い合わせ・連絡先︓ club.event@kanagawa-blindski.com 
雨天時の対応 
中⽌、変更の際は、27 ⽇中に当⽇の連絡の取れる電話番号に電話をかけさせていただきます。 

2019 年度会費納入のお願い 

 総会を欠席されるなどしてまだ今年度のクラブ会費をお支払いいただいていない⽅は、7⽉31⽇までに会費をお振込
みいただきますようお願いいたします。郵送の⽅には振込⽤紙を同封しています。休会・退会を希望される⽅は、事務
局へメールまたはお電話でお申し出ください。 

●ゆうちょ銀⾏からのお振込み● 
記号＝１０２２０ 番号＝１４１４２７３１ ⼝座名義＝かながわブラインドスキークラブ 
 ●その他⾦融機関からのお振込み● 
ゆうちょ銀⾏ ⾦融機関コード＝９９００ 支店コード＝〇二八（ゼロニハチ支店） 
⼝座種別＝普通 ⼝座番号＝１４１４２７３ ⼝座名義＝かながわブラインドスキークラブ 
 

クラブニュースの電子化推進にご協力を! 

 先⽇のクラブ総会で、クラブニュース発⾏の経費削減並びに効率化を目的に電⼦化を推進することが決まりました。こ
れまで複数の媒体（メールと墨字、メールと点字など）でクラブニュースを購読されていた皆様には、可能な限りメール
での配信に統一させていただきたいと思います。対象の会員には今後個別にご連絡を差し上げますので、ご理解・ご協
⼒をお願いいたします。 
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クラブメーリングリスト参加のお願い 

 今年度も、会員相互の交流と情報提供を目的に、会員メーリングリストの運⽤を継続します。まだ参加されていない
⽅にはクラブにご登録いただいているメールアドレス宛に、下記のような会員メーリングリストへの招待メールを近⽇中に配
信しますので、参加登録をお願いします。携帯メール（@docomo.ne.jp や@ezweb.ne.jp、@softbank.ne.jp
など）をご利⽤の⽅は、予め clubmember@ml.kanagawa-blindski.com からのメールを受信できるよう設定
変更をお願いします。 
メーリングリスト参加のご案内メール 
○○○○@××××.com 様 
以下のメーリングリストへの参加希望を受け付けました。 
◎参加完了するには 
このメーリングリストは、本⼈以外の⼈物によるメーリングリスト参加登録を防ぐため、本⼈に登録を確認するステップを設
けています。下記の URL にアクセスすると、参加⼿続が完了します。 
登録完了 URL 
http://api.lolipop.jp/api/api.php?cmd=ml̲joinmlid=127236userid=2468974setupid=asjavjch
y2  
※URL が二⾏に分かれている場合、一⾏目と二⾏目をあわせた上で開いてください。 

今年度のツアーは 1 月 24〜26 日(岩原)、2 月 15〜17 日(岩鞍)に！ 

第 35 回 クラブ総会開催報告  

 2019 年 5 ⽉ 12 ⽇(⽇)14:00〜15:50 に、神奈川県ライトセンターで第 35 回定期総会を開催しました。出席
は 31 名、委任状は 39 名、計 70 名でした。会則 12 条に基づき会員総数 112 名の半数以上出席で総会は無事
成⽴しました。総会議案書及び議事録をもとに以下に報告します。議⻑は N さん、書記は S さんが務めてくださいまし
た。  
[議事] 
第 1 号議案 2018 年度活動報告(案)、第 2 号議案 2018 年度収支決算報告(案) 
1)役員会報告 
 役員会は 6/8、8/27、10/23、2019 年 3/27 の 4 回開催しました。具体的な討議内容は⼊退会関連、⼊出⾦
関連、スキーツアー・イベント開催における問題点の検討、クラブ説明会の開催、クラブの広報活動などを⾏いました。 
2)イベント報告 
 イベント実⾏委員会で夏・秋・春のイベントについて企画・運営を⾏いました。 
 夏は 7/29 にキリンビール横浜⼯場にて「一番搾り」おいしさの秘密ツアー〜ビール⼯場⾒学を開催し、参加者は 35
名(B12、S23)でした。 
 秋は、9/30 にライトセンターにて「グラウンドゴルフ体験︕」を企画しましたが、台風接近に伴い中⽌としました。 
 春は、3/31 に掃部山公園→伊勢山皇⼤神宮→野毛山公園のコースでお花⾒＆反省会を開催しました。参加者
は 34 名(B11、S23)でした。 
3)研修会報告 
 11/23 に狭山スキー場で雪上研修会を開催しました。参加者はパートナー初心者及び経験者 10 名、講師 2 名、
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協⼒者 2 名でした。充実した研修でしたが、滑⾛時間と距離がやはり短く、次回はイエティなど別会場での開催を検討
する予定です。 
 12/8にライトセンターでシーズンイン研修会を開催しました。第一部「ひやりハットを振り返る」をテーマに、１年半で報
告されたツアーでのひやっとした事・はっとした事をまとめて発表し、それぞれの班でどうしたらそれらの事象を回避できる
か︖できたか︖をケースごとに話し合いました。第二部では、｢体も動かそう」ということで、座っていてもできるストレッチを
全員で⾏いました。 
4)⼊会説明会報告 
 10/13 にライトセンターで新⼊会説明会を開催したほか、問い合わせに対応する形で個別説明会を随時開催しまし
た。2018 年度中に説明会に参加してくださった⽅は 22 名、そのうちブラインド 4 名、パートナー11 名、計 15 名が⼊
会に至りました。 
5)スキーツアー報告 
 岩原スキーツアーを 1/25〜27 に開催し、参加者は 33 名(B11、S22)でした。 
 尾瀬岩鞍スキーツアーを 2/16〜18 に開催し、参加者は 36 名(B12、S24)でした。 
 ヒヤリハットの洗い出しと共有など安全への意識付けを継続した結果、今年度は両ツアーとも⼤きなけがの発生はあり
ませんでした。 
6)広報活動 
 クラブニュースは、2018 年は 7 ⽉、9 ⽉、11 ⽉に、2019 年は４⽉に発⾏しました。 
 ホームページではクラブニュースの PDF 版を掲載し、イベントやスキーツアーの報告を⾏いました。Facebook ではツア
ー実⾏委員会の様⼦などタイムリーな情報発信にも努めました。 
 クラブ活動紹介⽤のチラシと配布⽤カードを改訂・増刷しました。誘導⽅法の動画が完成できなかったのが反省点で
す。 
8)その他 
 他団体への協⼒として、4 ⽉に「2018 視覚障害スポーツ情報交換会」に参加し、クラブの活動やブラインドスキーサ
ポートガイドラインの紹介を⾏いました。また、2 ⽉にはＪＲＰＳユース主催のスキーツアーにパートナー派遣で協⼒しま
した。 
 ライトセンターへの協⼒として、5 ⽉に「平成 30 年度クラブ連絡会」に参加し、他クラブとの情報交換に努めました。ま
た、11 ⽉には「ライトセンターフェスティバル」に参加し、ポスター掲示やビデオ上映、チラシ配布などでクラブ活動とブライ
ンドスキーの紹介を⾏いました。 
 今年度初めての取り組みとして、会員相互の情報交換や交流を目的に会員メーリングリストを開設しました。年度末
時点で 38 名（50％）の会員が登録を完了していますが、まだ投稿は低調で十分機能しているとはいえない状態で
す。 
9)収支決算報告 
 収⼊の部では、ファンケル様ならびにファンケルグループ社員様から 15 万円の寄付をいただけたことなどにより、約 22
万円の増収でした。支出の部では、スキーツアー支出費（⺠間バスチャーター補助）、及び映像作成費が発生しなか
ったことにより約 13 万円の減少でした。 
 決算としては、132,255 円のプラスとなりました。 
<質疑応答> 
第１号議案・第 2 号議案について 
質問:映像作成費の 7 万円が使われていない理由は︖ 
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回答:ツアー中に試みたが、余裕がなかったため⼿が回らず、断念。来年も挑戦したい。ツアー中での撮影は無理なため、
やり⽅を検討していきたい。 
質問:新⼈説明会で 22 名もの参加で、そのうち 15 名がツアー参加という増員の訳は︖ 
回答:⼤きい理由はチラシやパンフレットの配布が効果を上げたと思われる。ホームページ・フェイスブック・ライトセンターだ
より・新聞などは今までどおり発信している。中でもお友達の紹介が良い効果を上げていると思われる。 
監査報告 
・会計は、執⾏状況及び決算書に特段に問題の無いことを確認しました。 
・活動は、円滑に運営されていたことを確認しました。両スキーツアーとも無事故で、これまで取り組んできたヒヤリハット
の成果であると同時に全会員の安全に対する意識向上の賜物と考えます。 
・スキーツアーの会計は、別会計で運営されています。残⾦処理に関して慣習的に 1000 円単位で参加者に返⾦し、
余剰⾦はクラブ会計に寄付で処理してきました。合理的ではあるが明文化されておらず、何らかの形で明示すべきと考
えます。また、過去のスキーツアーの決算が一部開示されておらず、これも情報公開すべきと考えます。 
第 3 号議案 役員一部交代(案) 
 矢部会⻑より以下の役員一部交代案が提案されました。 
 旧会計: N.S 旧会計補佐: F.A 
 新会計: I.Y 新会計補佐: K.H 
第 4 号議案 2019 年度活動⽅針(案) 第 5 号議案 2019 年度予算(案) 
 1985 年 8 ⽉に結成されたこのクラブも 35 回目のシーズンを迎えます。スキーが好き、仲間も好きという皆さんが集ま
ったクラブですので、今年の目標も安全で楽しくスキーを楽しむことだと思います。そのためにも、パートナーの募集・育成
に努めるとともに、ブラインドの安全意識向上、滑⾛技術・スキー誘導技術の向上などに取り組みます。諸先輩⽅の思
いを継承し、クラブ運営に当たっていきますので、皆様のご協⼒をどうぞよろしくお願いいたします。 
1)総会・役員会・実⾏委員会 
 2019 年度総会を、2019 年 5 ⽉ 12 ⽇(⽇)14:00〜16:30 に神奈川県ライトセンターで開催します(実施中の
総会のこと)。終了後には二俣川「⼤龍飯店」で懇親会も⾏います。（注︓活動済） 
 役員会は、年間 3〜4 回開催します。 
 ツアー実⾏委員会は、2019 年 8 ⽉以降、⽉ 1 回程度開催します。 
 イベント実⾏委員会は、夏・秋・春のイベント準備に向けて必要に応じて開催します。 
2)イベントの開催 
 夏のイベントは、2019 年 7 ⽉ 28 ⽇(⽇)にサントリー〈天然⽔のビール⼯場〉東京・武蔵野ブルワリー⾒学と、試飲
（20 分）を予定しています。 
 秋のイベントは、2019 年 9 ⽉ 29 ⽇(⽇)にライトセンターで「グラウンドゴルフ」を予定しています。 
 春のイベントは、2020 年 3 ⽉ 29 ⽇(⽇)に神奈川県内でお花⾒を予定しています。 
3)新会員募集 
 パートナーの確保はブラインドスキーの実施にとって最も重要な課題です。新聞などメディアへの働きかけを強化するとと
もに、ホームページや SNS などでの情報発信に努めます。また、会員の皆さんによる⼝コミも重要な新⼈発掘⼿段です
ので、チラシやカードを活⽤した周囲の⼈への働きかけをよろしくお願いします。チラシやカードはライトセンターに保管して
ありますので役員にお気軽にご請求ください。 
 説明会は、2019 年 10 ⽉ 12 ⽇(土)の 14:00〜16:00 に神奈川県ライトセンターで開催予定です。他に個別説
明会も⼊会希望者からの問い合わせを受けて、年間通じて随時開催します。 
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 今年度も 11 ⽉ 9 ⽇（土）に開催されるライトセンターフェスティバルに協⼒し、クラブ活動の紹介を⾏います。 
4)研修会の開催 
 雪上研修会は、2019 年 11 ⽉ 23 ⽇(土)の 07:30〜18:00 にフジヤマ・スノーリゾート・イエティで開催予定です。 
 シーズンイン研修会は、2019 年 12 ⽉ 7 ⽇(土)の 14:00〜17:00 に神奈川県ライトセンターで開催予定です。
内容は未定です。終了後は二俣川で忘年会を開催します。 
5)スキーツアーの開催 
 岩原高原ツアーは、2020 年 1 ⽉ 24 ⽇(⾦)〜26 ⽇(⽇)に開催します。 
 尾瀬岩鞍ツアーは、2020 年 2 ⽉ 15 ⽇(土)〜17 ⽇(⽉)に開催します。 
6)広報活動 
 「クラブニュース」は、７⽉、8 ⽉、11 ⽉、翌 4 ⽉の 4 回発⾏を予定します。 
5.スキーツアーの開催 
 岩原高原ツアーは、2020 年 1 ⽉ 24 ⽇（⾦）〜26 ⽇（⽇）に開催します。 
 尾瀬岩鞍ツアーは、2020 年 2 ⽉ 15 ⽇（土）〜17 ⽇（⽉）に開催します。 
6.広報活動 
 クラブホームページ「声のきずな」とフェイスブックのクラブページを随時更新します。 
 役員会や実⾏委員会の情報共有や意⾒交換、会員相互の交流と情報提供を目的にメーリングリストの運⽤を継
続します。 
 スキー誘導法やクラブ活動を紹介するビデオを作成し、クラブホームページ「声のきずな」や YouTube で公開します。 
7)その他 
 クラブ創⽴ 35 周年に向けて、関係各団体との情報交換やツアーへの相互参加など交流を図り、ブラインドスキーの
普及・発展に努めます。 
 会員に対する連絡の即時性向上や費⽤削減を図るため、連絡⼿段の電⼦化を進めていきます。 
8)予算案 
収⼊の部では、前年度繰越⾦を含め、948,591 円としました。 
支出の部では、⺠間バス利⽤補助⾦とともに、イベント補助費として、各イベントごとに 10,000 円の補助費を計上し、

477,300 円としました。 
 以上により今年度予算の収支は 471,291 円のプラスを予想しました。 
<質疑応答> 
質問:岩原高原を他のスキー場に変える話はどうなったのか︖ 
回答:⼾狩や野沢を下⾒した結果、 ⾦曜の夜の出発の交通⼿段・冬場の送迎無し・宿からゲレンデが離れている・
宿の空き⽇程が合わない・駅での時間調整が難しい・お土産を買う場所が少ないなど、問題点が多く、 岩原のゲレン
デもコースを広げ、良いスキー場になっており、宿のオーナーとの繋がりもできているので、しばらくはこのまま続けたい。もっ
といい案が出てきたら検討していきたいので、皆さんからの提案をお願いしたい。 
質問:ビデオ作製の件で、クラブ活動の広報ビデオは⼤変なのでは︖ ⼈的確保ができるのか︖まず、スキー誘導⽅だ
けでも先に作ってはどうか︖ 
回答:スキー以外の活動は想定しておらず、ツアーとは別にビデオ撮影のための機会を作りたいと考えている。 
質問:クラブ運営の効率化として、オンラインミーティングなどの活⽤は検討しているのか? 交通費の削減になるのでは︖ 
回答:特に予定していない。会⻑個⼈としては顔を合わせて話し合いたい。交通費が増加した理由は⼊会希望者への
個別面談が多かったためと思われる。 
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質問:来年 8 ⽉の 35 周年に向けて、イベントの企画はあるのか︖ 
回答:⼤がかりなイベントは現時点では考えていない。要望があれば提案してほしい。 
質問:寄付⾦が多く、年々繰越⾦が増えているが、繰越⾦を使い切った時の対策は︖ 
回答:繰越⾦が積み上がり過ぎるのも問題が有り、現在使えるものは有効に使って会員に還元していきたい。2 年後く
らいに再検討する。残⾦が一定額（会費総収⼊ 1 年分相当額）に近づいたときには、活動を停滞させないために会
費の値上げを検討する場合もある。 
意⾒:ツアー補助⾦と残⾦の返⾦はあっても良いと思う。それについて、会計監査の提案を文書化してほしい。 
回答:明文化していけるよう役員会で検討したい。 
質問:予算案で繰越⾦を収⼊の部に⼊れるのはおかしいのでは︖ 
回答:NPO の場合、繰越⾦は収⼊の部に⼊れて良い事になっている。来年度の予算案では、繰越⾦の増減がわかり
やすいように表記したい。 
第 6 号議案 クラブ会則の一部改正(案) 
 矢部会⻑より以下のクラブ会則の一部改正案が提案されました。 
第４条 (会員)及び⼊退会 
第１項 会員はブラインド・晴眼を問わず､正会員・賛助会員で構成される。 
(１) 正会員 クラブの活動に積極的に参画し､会費を納⼊した個⼈を正会員とする 
(２) 賛助会員 クラブの目的及び活動に賛同し､賛助会費を納⼊した個⼈及び団体等を賛助会員とする 
第２項 会員になろうとする者は、⼊会説明会に参加し、役員会が別に定める⼊会調査票を会⻑に提出しなければ
ならない。⼊退会の可否は役員会で検討し会⻑が承認する。 
第３項 退会しようとする会員は、その意思を会⻑に申し出て任意に退会することができる。第４条第４項で定める
休会中の会員で、2 年経過時に休会継続の意思を会⻑に表明しなかった者は退会したものとする。 
第４項 休会しようとする会員は、その意思を会⻑に申し出て任意に休会することができる。会費を２年以上未納の
場合は休会したものとする。休会中の会員は、ツアーやイベントなどクラブ⾏事に参加することはできない。休会を終了
する会員は、その意思を会⻑に申し出て当該年度の会費を納⼊しなければならない。 
≪議案の承認≫ 
 第 1 号から第 6 号議案まで、すべての議案が承認されました。 
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クラブの動き 

 役員会や各実⾏委員会などの活動を簡単に紹介します。 
4/11 クラブニュース 2019 年 4 ⽉号の印刷・発送作業をライトセンターで⾏いました。 
5/12 第 35 回定期総会をライトセンターで開催しました。 
5/22 新旧会計担当者の引継ぎを県⺠活動サポートセンターで⾏いました。 
5/26 イベント実⾏委員とサポーターが夏イベント会場の下⾒を⾏いました。 
5/29 会⻑と監事がライトセンター主催の令和元年クラブ連絡会に出席し、昨年度の活動報告並びに今年度の活

動計画を説明しました。 

6/12 第一回役員会を県⺠活動サポートセンターで開催し、今年度の活動内容や会計⽅針の明文化、役割分担
などを検討しました。 

今年度の実行委員を大募集！ 

 夏・秋・春のイベントや、1⽉・2⽉のスキーツアーの企画・運営に当たる実⾏委員をそれぞれ募
集します。イベントはメールでの打ち合わせ、下⾒、当⽇の運営など、ツアーは 9 ⽉から 2 ⽉まで
毎⽉ 1 回の会議と当⽇の運営などが主な活動です。ご協⼒いただける⽅、興味を持たれた⽅は、
遠慮なく会⻑もしくは事務局へメールもしくはお電話でお問い合わせください。 

入退会情報 

昨年度⼊退会された⽅々をご紹介します。（B はブラインド） 
・⼊会 15 名︓O.J さん(B)、O.S さん(B)、O.M さん、K.M さん、K.M さん、K.M さん(B)、K.S さん、S.T さん、S.K

さん、T.S さん(B)、T.M さん、H.J さん、H.D さん、H.M さん、H.A さん 
・休会 2 名︓I.K さん、S.K さん(B) 
・退会 3 名︓I.E さん、T.K さん、F.A さん 

クラブの活動予定 

⽉⽇ ⾏事名 内容 場所 
7/28（⽇） 夏のイベント ビール⼯場⾒学と納涼会 サントリービール武蔵野⼯場 
9/29（⽇） 秋のイベント グラウンドゴルフ体験 ライトセンター 
10/12（土） 新⼊会説明会 ⼊会希望者へのクラブ説明 ライトセンター 
11/9（土） ライトセンターフェスティバル クラブ活動の紹介 ライトセンター 
11/23（土） 雪上研修会 パートナー向け誘導法研修 フジヤマ・スノーリゾート・イエティ 
12/7（土） シーズンイン研修会 研修と忘年会 ライトセンター 
1/24(⾦)〜26(⽇) スキーツアー 1 ⽉岩原ツアー 岩原スキー場 
2/15(土)〜17(⽉) スキーツアー 2 ⽉岩鞍ツアー ホワイトワールド尾瀬岩鞍 
3/29(⽇) 春のイベント お花⾒と反省会 神奈川県内を予定 
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〔編集後記〕 

 新しい会計担当のお 2 ⼈を迎えて、新年度がスタートしました。今年度も、1 ⼈でも多く 1 回でも多く、楽しく安全に
スキーを楽しめるよう、歴史あるこのクラブを運営していきたい!と心を新たにしています。誰です?1 回でも多くじゃなくて「1
杯でも多く」じゃないの?なんて言ってる⼈は?(Y) 
 
かながわブラインドスキークラブ 
U R L: https://kanagawa-blindski.com/ 
Facebook: https://ja-jp.facebook.com/kanagawablindski/ 
E - M a i l: club.info@kanagawa-blindski.com 


